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 9 月に入っても厳しい暑さが続いていますが、いつの間にかセミの声も少なくなって、コオロギの声が聞こ

える季節になってきました。これから運動会の練習も本格的に始まりますので、引き続き健康管理に気を付け

ながら活動を行っていきたいと思います。今月もよろしくお願いいたします。 

さて、来月は運動会ということで、『運動』をテーマに考えていきます。 

 

 

外遊び・運動遊びの大切さ 

以前、文部科学省の調査で、外遊びの時間が長い幼児ほど運動能力が高い傾向にあるとの結果が出ていまし

た。一方で 4 割を超える幼児の外遊びの時間が、1 日 1 時間（60 分）未満となっているそうです。 

幼児期は、6 歳までに大人の約 8 割程度までの神経機能が発達 

すると言われており、タイミングよく動いたり、力の加減をコント 

ロールしたりする運動を調整する能力が顕著に向上する時期です。 

この運動を調整する能力は、新しい動きを習得する際に重要な働き 

を担い、児童期以降の運動発達の基盤を形成するという重要な意味 

を持っています。幼児期に運動習慣を身に付けると、反射神経など 

が養われるため、けがや事故防止につながります。加えて、健康的 

かつ活動的な生活習慣の形成が成人後の生活習慣病の抑制につなが 

るとも言われています。子どもの持っている冒険心を生かしながら、 

楽しく身体を動かして、脳と筋肉をつなぐ神経系のネットワークを 

適切に構築していくことが大切になります。 

 

 

 

運動は豊かな心と知性の基盤  

米国の作業療法士である A.J.エアーズ博士は、子どもは体を 

動かすことにより視覚・聴覚・触覚・前庭覚（体の傾きや回転 

の感覚）や固有受容覚（筋肉等を動かす感覚）が統合され、情 

緒の安定が生じ、目的を持った活動が可能になる「感覚統合理 

論」を提唱しました。子どもは、全身を使って環境を学び取っ 

たり、コミュニケーションの方法を学んだりしています。自我 

を形成するためにも、知性を育むためにも、自分の身体を知覚 

することが不可欠だと言われています。 

 

出典：保育内容 5 領域の展開より 

集中・自己抑制・象徴的思考 

話す・聴く・目的を持った活動 

身体の感覚・情緒の安定・注意力 

食べる・抱かれることを心地よく感じる 

目の動きをコントロールする、姿勢を保つ 

視覚・聴覚・触覚・前庭覚・固有受容覚を統合する 0 歳 



幼児期にふさわしい運動  

 幼児期の子どもたちに適した健康的な生活リズムを保障するためには、遅くても午後 9 時まで

には就寝、朝は 7 時までには起床、夜間には連続した 10 時間以上の睡眠の確保が、健康生活のた

めには必要だとされています。生活リズムを調整するためにきわめて有効なことが、日中の運動遊

びになります。運動遊びを生活の中に積極的に取り入れることで、運動量が増し、夜間に心地よい

疲労感を得て、就寝時間が早まり、子どもたちの睡眠のリズムが整ってきます。その結果、朝から

元気に活動することができるため、食欲も旺盛になるのです。  

 

健康的な生活リズムの習慣化  

 健康的な生活リズムが習慣化されると、子どもたちの心身のコンディションも良好に維持され

て、心も落ち着き、カッとキレることなく、情緒も安定していくと言われます。生活は、1 日の生

活時間のサイクルと繋がっているので、1 つの生活時間が悪くなると、どんどん崩れていきます。

しかし、生活の節目の 1 つ（特に運動面）が良い方向に改善できると、次第に他の生活も良くなっ

ていきます。そのため、幼児期には、積極的に運動遊びを行い空腹や疲れを感じさせ、夕食開始時

刻や就寝時間を早めて健康的な生活リズムを身につけていくといいですね。  

 

運動会の考え方について 

 当園の運動会の考え方について、少し触れておきたいと思います。当園では、どんな運動会にしたいかを子

どもたちと保育者が主体性を持って対話をしながら、一緒に創る運動会を目指しています。子どもたちは、お

家の方に自分たちの頑張りを見てもらいたいと考え、保育者は、日頃の子どもたちの遊びや活動の中から、興

味のあることをテーマに対話的な進め方で運動会の種目や内容を創り上げていきます。 

 全体的な運動会のねらいとは？ 

１， 運動会を通して、身体を動かすことを楽しむ 

２， 親子や友だちとの絆を深める 

３， 友だちや先生たちのがんばりをみんなで応援する 

 

ご家庭でご協力していただきたいこと 

・運動会を、行き過ぎた期待や負担をかけずに、子どもと保育者、保護者にとって楽しい 1 日となるように、

温かい目で見守ってあげましょう 

・我が子だけでなく友達のがんばりを応援し、子どもたち全員の成長を共に喜びましょう 

・「勝ち負け」や「できた・できない」にこだわらず、自分の目標を目指してがんばっている子どもの姿を認め

てあげましょう 

・子どもたちが園生活で培ってきた力を発揮できるように、みんなで応援しましょう 

・ルールやきまりを守り、参加者全員が楽しめる運動会を目指しましょう 

 

今年は、4 年ぶりの観客数の制限のない運動会です。子どもたちも私たちも大勢の皆さんに見守られて運動

会を行うことを今から心待ちにしています。今月から運動会の練習が本格的に始まりますので、お子様につい

てご心配なことがございましたら、担任までご相談ください。よろしくお願いいたします。 


